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景
況
感
は
持
ち
直
し
の
動
き

平
成
二
五
年
以
降
、
消
費
者
物
価
が
緩
や
か
に
上

昇
し
、
企
業
の
設
備
投
資
や
有
効
求
人
倍
率
の
改
善

が
見
ら
れ
、
企
業
活
動
は
幾
分
活
発
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
平
成
二
六
年
四
月
の
消
費
税
引
上
げ
に
伴
う

駆
け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動
減
の
影
響
も
あ
り
、
個

人
消
費
が
伸
び
悩
ん
だ
。
そ
の
後
、
公
共
投
資
が
景

気
を
下
支
え
し
、
円
安
な
ど
に
よ
り
生
産
や
輸
出
が

持
ち
直
し
、
企
業
収
益
に
も
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ

て
い
る
。

中
小
企
業
の
景
況
感
か
ら
も
こ
う
し
た
状
況
が
確

認
で
き
る
。（
表
①
）
平
成
二
六
年
秋
以
降
は
、
原

油
価
格
の
下
落
に
伴
い
、
国
内
石
油
製
品
の
価
格
が

下
落
。
一
方
、
中
小
企
業
の
採
算
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
仕
入
れ
単
価
の
上
昇
を
販
売
価

格
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
支

援
が
必
要
で
あ
る
。

高
収
益
の
カ
ギ
は

「
人
材
確
保
・
育
成
」
と
「
技
術
開
発
」

白
書
で
は
、
企
業
間
の
収
益
力
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
、
収
益
力
の
向
上
に
向
け
た

課
題
に
つ
い
て
、「
新
規
顧
客
・
販
売
先
の
開
拓
」

に
強
い
意
識
を
持
つ
一
方
、
高
収
益
企
業
は
低
収
益

企
業
に
比
べ
「
優
秀
な
人
材
確
保
、人
材
育
成
」、「
技

術
開
発
の
拡
大
」
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
。（
表
②
）

特集

中小企業庁は、毎年、中小企業の各種の動向を調査、分析した「中小企業白書」をまとめている。52回目
となる今回は、中小企業の飛躍のカギとして「イノベーション」、「販路開拓」、「人材」をあげ、中小企業の
抱える課題の解決策を提言するとともに取組事例を紹介している。

この3つのカギは、静岡県中央会でも中小企業並びに組合支援のキーワードとして各種事業を推進してお
り、さらに力を入れていく考えである。

今回の特集では調査結果の中から3つのカギについてポイントを紹介する。 （資料提供：中小企業庁）

『中小企業白書』にみる
中小企業 飛躍のカギ！　

「イノベーション」・「販路開拓」・「人材」

中
小
企
業
の
動
向

表① 中小企業の業況判断DIの推移［規模別］
（前期比季節調整値）（D1）

0.0

▲5.0

▲10.0

▲15.0

▲20.0

▲25.0

▲30.0

▲35.0

▲40.0

▲45.0

▲50.0

▲55.0

▲60.0 ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡ
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

中規模
▲12.7

全体
中規模
小規模

全体
▲18.7
小規模
▲20.5
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（％）
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表② 収益力向上に向けた課題（抜粋）

資料：中小企業庁委託「大企業と中小企業の構造的な競争力に関する調査」
 （2014年9月、㈱帝国データバンク）

新規顧客・
販売先の開拓

優秀な人材の確保・
人材育成

既存顧客・販売先の
見直し

技術開発の拡大

新事業展開

雇用拡大

経営体制の増強

新規仕入先の開拓

設備増強

既存事業の見直し

高収益企業
低収益企業
全体

※売上高経常利益率が
　上位25％の企業を「高収益企業」、
　下位25％の企業を「低収益企業」と定義

中小企業 飛躍のカギ！　
」・「人材」
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
克
服
の
た
め
に
は
、

企
業
間
の
”連
携
“
が
重
要
。
ま
た
、
企
業
連

携
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
中
核
と
な
る
機
能
の

存
在
が
必
要
で
あ
る
。
単
な
る
水
平
の
連
携
で

は
な
く
、
中
核
と
な
る
企
業
や
事
務
局
が
あ
る
こ

と
で
、
全
体
を
調
整
す
る
役
割
を
果
た
し
、
川

下
企
業
か
ら
の
受
注
を
獲
得
し
や
す
い
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

※
今
後
力
を
入
れ
た
い
市
場
を
「
同
一
市
町
村
・
都
道
府

県
」と
す
る
企
業
を「
地
域
需
要
志
向
型
」と
し
、「
全
国
・

海
外
」
と
す
る
企
業
を
「
広
域
需
要
志
向
型
」
と
す
る
。

課
題
は
「
取
組
の
必
要
性
」
と

「
事
業
化
時
期
」
の
見
極
め

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
際
の
課
題
は
、「
取

組
の
必
要
性
の
見
極
め
が
難
し
い
」、「
事
業
化
の
時

期
の
見
極
め
が
難
し
い
」
な
ど
、
必
要
性
や
タ
イ
ミ

ン
グ
の
見
極
め
を
課
題
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い

が
、規
模
別
に
み
る
と
、中
規
模
企
業
（
※
）
は
「
人

材
」
に
対
す
る
課
題
、小
規
模
企
業
（
※
）
は
「
資
金
」

に
関
す
る
課
題
を
上
げ
る
も
の
が
多
い
。（
表
④
）

※
「
小
規
模
企
業
」
と
は
従
業
員
が
製
造
業
で
二
〇
人
以

下
、
卸
・
サ
ー
ビ
ス
・
小
売
業
で
五
人
以
下
の
企
業
。「
中

規
模
企
業
」
は
中
小
企
業
の
う
ち
「
小
規
模
企
業
」
以

外
の
事
業
者

中
小
企
業 

飛
躍
の
カ
ギ
　
　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
的
構
造
変
化
の
中
で
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
も
自
ら
市
場
に
向
き
合

い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
経
営
の
革
新
）
や
販
路
開

拓
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
社
内
に
お
け
る
協
働
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
り
、
人
材
の
育
成
も
中
小

企
業
の
飛
躍
に
と
っ
て
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

 

飛
躍
の
カ
ギ

① 「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
の
革
新

で
あ
り
成
長
の
源
泉
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
取
り
組
み
は
、
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
広

い
商
圏
で
事
業
を
行
う
者
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

傾
向
に
あ
る
。

広
域
需
要
志
向
型
企
業
（
※
）
ほ
ど
、
市
場
で
の

差
別
化
を
は
か
る
た
め
の
研
究
開
発
、
社
外
と
の
協

働
が
増
え
る
よ
う
な
取
組
等
、
社
外
を
意
識
し
た
取

組
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
地
域
需
要
志
向
型
（
※
）
で
あ
っ
て
も
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
積
極
的
な
企
業
は
、
取
り

組
ん
で
い
な
い
企
業
に
比
べ
て
利
益
を
伸
ば
し
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。（
表
③
）
地
域
需
要
を
志
向
す
る

企
業
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
収
益
力
を
高
め
る
こ
と
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
京
都
試
作
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

表③ 需要志向別、イノベーション活動状況別に見た
　　 経常利益の傾向

資料：中小企業庁委託「「市場開拓」と「新たな取り組み」に関する調査」
 （2014年12月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱）

（注） 直近3年間の経常利益の傾向に関して、
 「大幅な増益傾向」、「若干の増益傾向」と回答した企業を「増益傾向」とし、
 「大幅な減益傾向」、「若干の減益傾向」と回答した企業を「減益傾向」としている。

0％ 100％

イノベーション
活動なし

増益傾向 横ばい 減益傾向

イノベーション
活動あり

イノベーション
活動なし

イノベーション
活動あり

地域需要
志向型

広域需要
志向型

25.9 42.5 31.7

39.5 34.4 26.1

32.0 34.9 33.1

40.6 30.9 28.4

表④ イノベーションのプロセス別に見た課題（抜粋）

資料：中小企業庁委託「「市場開拓」と「新たな取り組み」に関する調査」（2014年12月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱）
（注） 複数回答のため、合計は必ずしも100％にはならない。

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

イノベーションの取組の
必要性の見極めが難しい
情報収集やアイデア
だしに手間がかかる
検討を担当する人材の

見極めが難しい
本格的な検討を開始する
時期の見極めが難しい
投資時期・必要性の
見極めが難しい
投資をするための
資金調達が難しい
事業化の時期の
見極めが難しい

事業を担当する人材の
見極めが難しい

運営資金の調達が難しい

（％）

36.9
36.4
36.2

中規模企業
小規模企業

33.8
34.3

23.4
27.3
28.0

39.7
34.3

25.3
37.7

41.3
34.7

35.7
24.0

19.8
33.5

取
組
事
例
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販
路
開
拓
に
は
、
開
拓
す
る
市
場
の
把
握
が
重
要

で
あ
る
。
調
査
に
よ
る
と
「
新
規
市
場
」
は
、「
既

存
市
場
」
に
比
べ
て
総
じ
て
売
上
目
標
の
達
成
状
況

が
低
く
、
中
小
企
業
に
お
け
る
新
規
市
場
開
拓
の
難

し
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
一
方
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
、

商
圏
、
市
場
規
模
を
把
握
し
て
い
る
企
業
は
、
把
握

し
て
い
な
い
企
業
と
比
較
し
て
目
標
の
売
上
達
成
度

合
い
が
高
い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
業
種
別
に
み
る
と
製
造
業
と
卸
売
業
は
、

新
規
市
場
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の

割
合
が
他
業
種
に
比
べ
て
高
い
が
、「
販
路
開
拓
の

取
組
な
し
」
と
い
う
回
答
も
二
割
か
ら
四
割
超
存
在

し
た
。（
表
⑤
）

課
題
は
「
営
業
人
材
の
不
足
」
と

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

売
上
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
企

業
が
抱
え
る
、
新
規
市
場
開
拓
時
の
課
題
を
見
る

と
、「
人
材
」
に
関
す
る
課
題
が
最
も
多
く
、次
い
で
、

情
報
収
集
・
分
析
等
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
に
関

す
る
課
題
が
多
く
な
っ
て
い
る
。（
表
⑥
）

人
材
が
不
足
し
て
い
る
企
業
の
過
半
数
で
、
外
部

人
材
の
獲
得
が
「
実
現
で
き
て
い
な
い
」
と
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
は
「
コ
ス
ト
に
見
合
う
効
果
が
期
待

で
き
な
い
」
と
す
る
回
答
が
多
か
っ
た
。

 

飛
躍
の
カ
ギ

② 「
販
路
開
拓
」

中
小
企
業
は
様
々
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
中
で
、

特
に
販
路
開
拓
に
対
す
る
意
識
が
強
い
。
し
か
し
販

路
を
開
拓
し
、
目
標
と
し
た
売
上
を
達
成
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。

「京都試作ネットワーク」（京都府）は、中小企業のネットワークを形成し、需要の
獲得に成功した連携体。京都府南部の機械金属関連の中小企業で構成され、部品加
工から装置開発まで「試作に特化したソリューション提供」を行っている。切削や
表面加工等の高度な技術を持った企業がネットワークを形成することで、単独企業
では不可能な複数工程を実現し、難度の高い試作の
依頼も引き受けている。こうした部品加工から装置
開発まで一貫した体制整備を行ったことで、現在で
は、全国から問い合わせが来ている。「コスト」では
なく、開発段階で最も重要視される「スピード」を
最優先としており、ホームページを通じて顧客から
依頼が行われる仕組みを構築し、2時間以内に見積も
りを返し、顧客の製品開発率を効率化している。
http://www.kyoto-shisaku.com/

表⑤ 業種別・市場別に見た販路開拓の取組状況

資料：中小企業庁委託「「市場開拓」と「新たな取り組み」に関する調査」
 （2014年12月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱）

（注） 複数回答のため、合計は必ずしも100％にはならない。

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

41.9
38.3

46.4

57.4
60.1

28.7

64.0
65.4

20.7

58.4
46.6

57.0
52.3

29.5

30.8

既存市場
新規市場
販路開拓の取組なし

表⑥ 新規市場開拓の売上目標未達成企業が抱える課題（抜粋）

資料：中小企業庁委託「「市場開拓」と「新たな取り組み」に関する調査」
 （2014年12月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱）

（注） 複数回答のため、合計は必ずしも100％にはならない。

0 10 20 30 40 50 60 70

新規顧客の発掘等が出来る
営業の人材がいない

企画やアイデアを出して
形にしていく人材がいない
自社の強みを活かせる市場を

見つけることが難しい
情報収集・分析をする

人材がいない
市場のニーズを

把握することが難しい
販売チャンネルを
確保するのが難しい
自社のアピールが
うまくいかない

試作等をする資金がない
市場の規模や商圏を
把握することが難しい
情報収集・分析のための

資金がない
販売促進資料がない
準備にコストがかかる

（％）

情報収集・分析の段階
商品・サービスの排発の段階
販路開拓、商品・サービスの提供の段階

58.0

51.9

41.7

37.0

34.9

34.5

31.1

20.9

19.1

18.5

17.4
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こ
れ
か
ら
は
、「
よ
い
も
の
」
を
つ
く
る
と
い

う
発
想
か
ら
「
売
れ
る
も
の
」
を
つ
く
る
と
い

う
発
想
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
市
場
の
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た

り
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
販
路
開
拓
の
可
能
性
が
広
が
る
。
ま
た
、

国
内
市
場
の
み
な
ら
ず
、
成
長
す
る
海
外
市
場

を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
も
地
域
の
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。
販
路
開
拓
に
あ
た
っ

て
は
、
海
外
で
の
展
示
会
に
出
展
し
て
い
く
ほ

か
、
直
接
、
海
外
の
消
費
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
行
う
方
法
も
あ
る
。

 

飛
躍
の
カ
ギ

③ 「
人
材
の
確
保
・
育
成
」

中
小
企
業
に
と
っ
て
人
材
は
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
貴
重
な
経
営
資
源
で
あ
る
。
し
か
し
、
雇
用
環

境
の
改
善
が
進
む
中
で
、
中
小
企
業
は
量
的
に
も
質

的
に
も
人
材
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査

で
も
、
全
国
的
な
人
材
不
足
感
の
高
ま
り
が
明
確
と

な
っ
た
。

人
材
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
、「
十
分
で
き
て
い

る
」
や
「
十
分
で
は
な
い
が
で
き
て
い
る
」
と
回
答

し
た
企
業
の
割
合
は
五
割
に
満
た
な
い
。（
表
⑦
）

人
材
が
「
確
保
で
き
て
い
な
い
」
理
由
を
み
る
と
、

「
人
材
の
応
募
が
な
い
た
め
」
が
六
割
弱
を
占
め
る

一
方
で
、「
人
材
の
応
募
は
あ
る
が
、
よ
い
人
材
が

い
な
い
た
め
」
と
い
う
回
答
も
四
割
存
在
し
、
質
・

量
両
面
で
の「
人
材
不
足
」を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ

た
。（
表
⑦
）

課
題
は
「
中
核
人
材
不
足
」
と

「
定
着
・
育
成
」

中
小
企
業
に
お
い
て
、
経
営
の
中
核
と
な
る
人
材

の
不
足
感
が
強
い
。
前
述
の
販
路
開
拓
（
営
業
）
の

た
め
の
人
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
開
発
・
製
造
、

Ｉ
Ｔ
関
連
、
経
営
等
、
多
岐
に
わ
た
る
中
核
人
材
の

不
足
感
が
強
い
。

中
途
人
材
の
採
用
手
段
と
し
て
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
や
「
友
人
・
知
人
の
紹
介
」
が
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
採
用
実
現
率
（
採
用
実
績
／
利
用
実
績
）

を
見
る
と
、「
友
人
・
知
人
の
紹
介
」
や
「
取
引
先
・

銀
行
の
紹
介
」
で
高
く
な
っ
て
い
る
一
方
、「
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
最
も
低
く
、
中
小
企
業
の
人
材

兵庫県小野市は、刃物製造が盛んな地域であるが、刃物
の出荷額が50年間で半分に落ち込んだ。この状況に危機
感を感じた「小野金物卸商業
協同組合」の若手メンバーは、
地場のデザイナーと連携し、

「播州刃物」というブランド
を立ち上げた。デザイナー
自身がPR資料などを作成し、
積極的に「播州刃物」を宣伝
し、海外への販路開拓を成功
させている。
http://kanamono.onocci.
or.jp/

6.7%

37.1%

36.3%

20.0%

3.3%

56.8%39.9%

表⑦ 中小企業・小規模事業者の人材の確保状況

人材を確保できない理由

資料：中小企業庁委託「中小企業・小規模事業者の人材と育成に関する調査」
 （2014年12月、㈱野村総合研究所）

十分確保でいている
十分ではないが
確保できている
確保できていない
確保していない

人材の応募がないため
人材の応募はあるが、よい人材がないため
よい人材の応募はあるが、採用できないため

表⑧ 中核および中途人材の採用手段（抜粋）

（注）1. 「利用実績あり」については、採用手段ごとの利用した企業の割合を示している。
 2. 採用実現率とは、採用ごとに「採用実績がある企業数÷利用実績がある企業数」
  から算出した。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ハローワーク

教育機関の紹介
（就職担当等）

中小企業
支援機関の仲介

就職ポータルサイト

人材紹介会社の仲介

就職情報誌や
新聞・雑誌等の求人広告

自社の
ホームページでの告知
知人・友人（親族含む）

の紹介
取引先・銀行の紹介

（実現率、%）

69.0
70.4 76.4

67.0

59.9

69.9

73.6

72.6

83.2

79.8

80.0

77.2

62.8

59.8

56.7

61.8

64.1

38.7 46.4

42.4
7.1

4.6

15.4
9.4

17.0
9.7

25.5
13.0
13.7

9.3

25.5
8.7

6.1

46.7

2.8

3.7

（実績、%）

利用実績あり（中途）
利用実績あり（中核）
採用実現率（中途）
採用実現率（中核）

「
小
野
金
物
卸
商
業
協
同
組
合
」

取
組
事
例
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採
用
に
お
け
る
顔
が
見
え
る
採
用
手
段
の
重
要
性
が

見
て
取
れ
る
。（
表
⑧
）
他
方
で
、
様
々
な
採
用
手

段
に
よ
り
採
用
実
現
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
中
小
企

業
の
人
材
確
保
の
方
策
を
多
様
化
し
て
い
く
事
も
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

中
核
人
材
の
採
用
を
見
て
み
る
と
、
利
用
実
績
、

採
用
実
現
率
と
も
に
中
途
採
用
と
似
た
結
果
に
な
っ

た
。
中
小
企
業
の
「
中
核
人
材
」
の
採
用
手
段
や
供

給
源
は
、
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
小
企
業
に
お
け
る
就
業
者
の
離
職
率（
三
年
目
）

は
、
中
途
採
用
に
お
い
て
は
約
三
割
、
新
卒
採
用
に

お
い
て
は
約
四
割
と
な
っ
て
い
る
。（
表
⑨
）
特
に
、

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、
新
卒
採
用
の
過
半
数

「
中
小
企
業
白
書
」
に
は
、
以
上
の
資
料
や
調

査
結
果
の
詳
細
な
解
説
の
他
、
多
数
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
平
成
二
七
年
度
に

お
い
て
講
じ
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
施
策
」
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
小
規
模
事
業

者
に
特
化
し
た
「
小
規
模
企
業
白
書
」
も
公
開

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/pam
flet/

hakusyo/

が
三
年
以
内
に
離
職
し
て
お
り
、
会
社
の
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
の
前
提
と
し
て
、
採
用
し
た
社
員
の

定
着
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

経
営
の
中
核
と
な
る
人
材
の
育
成
の
面
で
も
、
中

小
企
業
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
特
に
「
指

導
・
育
成
を
行
う
能
力
が
あ
る
人
材
の
不
足
」
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
の
定
着
や
育
成
に

関
し
て
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
行
う

個
社
単
位
の
取
組
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
う
し

た
中
、
地
域
を
あ
げ
た
人
材
の
定
着
・
育
成
を

行
う
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
。

「あきたかコンソ」は広島県安芸高田市のNPO法人や自治体、
商工団体、産業支援機関が連携して形成され、地域の人材を
地域で定着・育成するためのコンソーシアム（組織）。情報交
換会や交流会、合同研修会を通じて、企業間の交流を促進す
るとともに、若手の研修機会を提供し、地域内における仲間
意識の醸成に取り組み、人材の定着や育成につなげている。
また、「企業間ローテーション」に関する取組を行っている。
この取組は、「人員の過不足を補完する」「将来の人材を育成
する」といった目的で一定期間にわたり、企業間で人材を送
り出したり、受け入れたりする仕組み。こうした一連の事業
を通じて、「あきたかコンソ」が地域の人事部として、人材の
定着・育成、企業の人材不足感の改善に取り組んでいる。
http://www.c-prj.com/akitakata-conso/

「川根柚子協同組合」（広島県）は、平成24年に設
立され、農家など約60名で構成される。
当組合は、川根地区で柚子約5千本を栽培し、毎年
約30トンの柚子を収穫する。
柚子の加工品など商品開発や販路開拓を積極的に
行っているが、農家の高齢化が進み人手不足が深
刻であった。そこで、「あきたかコンソ」を通じて
NPO法人などから出向者を受け入れ人材不足を解
消した。さらに、出向者のもつノウハウが刺激と
なり、他団体との交流や他地域をまたいだ事業者
間の連携が生まれた。

http://kawaneyuzu.com/index.html

表⑨ 中小企業・小規模事業者における就業者の離職率（3年目）

資料：中小企業庁委託「中小企業・小規模事業者の人材と育成に関する調査」
 （2014年12月、㈱野村総合研究所）

中途

新卒

0% 100%

離職率 定着率

中小企業

中規模企業

小規模事業者

中小企業

中規模企業

小規模事業者

30.6 69.4

30.5 69.5

31.0 69.0

44.2 55.8

38.2 61.8

56.8 43.2

取
組
事
例
「
川
根
柚
子
協
同
組
合
」・

「
あ
き
た
か
コ
ン
ソ
」

6中小企業静岡 2015.9

組合活性化情報

27年9月号_本文.indd   6 15/08/25   11:53



静岡県中小企業団体中央会静岡県中小企業団体中央会

「感謝・挑戦・飛躍」
静岡県中小企業団体中央会は今年度、創立60周年を迎えました。
この歴史は、地域経済を支えてきた中小企業と組合の足跡であることは言うまでもありません。
ともに歩んだ歴史を振り返り、皆様からいただいたご支援ご協力に「感謝」すると同時に、新たな時代に
「挑戦」し、輝く未来への「飛躍」を誓うべく創立60周年記念式典を開催致します。
多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

日　時：平成27年11月17日（火）  14：00より（受付：13：00より）

会　場：静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ　中ホール「大地」
　　　　静岡市駿河区池田79-4　TEL：054-203-5710（代表）

講師：舞の海　秀平 氏（元力士）

当日、参加券をご持参ください。
申込方法等は裏面をご覧ください。

〒420‒0853　静岡県静岡市葵区追手町44番地の1　TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673

　関取時代の体格は、身長170cm、体重97kg。現役時代は角界最小の身体ながら、「猫だまし」、
「八艘飛び」などファンを驚かせる数々の技をくりだし、“技のデパート” の異名をとる。平
成11年11月の引退までに、技能賞を 5回受賞。現在はNHK大相撲解説者、テレビ・スポーツキャ
スターとして幅広く活躍している。平成22年より近畿大学経営学部客員教授に就任。
　身長も体格も自分より大きい力士たちとの戦いに明け暮れた日々。「相撲は大きいだけが有
利なのではない。小さいから不利なわけでもない。だから面白い。」と振り返る。
　式典当日は、まさに大企業に立ち向かう中小企業の経営を地で行くかのような氏の生き方
や考え方についてご講演いただきます。

次　第：14：00～　開　会
　　　　　　　 　 　来賓祝辞
　　　　　　　 　 　記念表彰（全国中央会会長表彰、静岡県中央会会長表彰、社会貢献組合顕彰）
　　　　15：00～　記念講演
　　　　　　　　　　　　　　講　師：舞の海　秀平 氏（元力士・近畿大学経営学部　客員教授）
　　　　　　　　　　　　　　テーマ：「可能性への挑戦」
　　　　16：00～　未来宣言

記念講演　15：00～16：00
参加費：無料

主 催

協 賛 静岡県中小企業団体職員協会・静岡県青年中央会・静岡県中小企業組合士会
静岡県機械金属工業協同組合連合会・静岡県中小企業団地協議会・静岡県食品産業協議会

7 中小企業静岡 2015.9

参加費：無料
申込方法等は中央会までお問合せいただくか、

ホームページをご覧ください。

〒
TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673　HP：http://www.siz-sba.or.jp/

主 催

協 賛 静岡県中小企業団体職員協会・静岡県青年中央会・静岡県中小企業組合士会
静岡県機械金属工業協同組合連合会・静岡県中小企業団地協議会・静岡県食品産業協議会
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富
士
市
浮
島
工
業
団
地
協
同
組
合

（
杉
山
清
理
事
長
）は
、
八
月
一
日
、
当

団
地
内
に
お
い
て
恒
例
の
納
涼
祭
を
開

催
し
た
。

平
成
三
年
に
始
ま
っ
た
当
イ
ベ
ン
ト

は
今
年
で
二
二
回
を
数
え
、
今
で
は
地

域
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
。
か
き
氷
や
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
焼
き
鳥
な
ど
を
販
売
す
る
組

合
員
ら
手
作
り
の
模
擬
店
が
並
ぶ
な

か
、
訪
れ
た
八
千
人
を
超
え
る
組
合
員

の
家
族
や
近
隣
の
住
民
は
、
連
日
続
く

猛
暑
を
忘
れ
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
楽
し

ん
だ
。

会
場
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
組
合
員
を
は
じ
め
商
工
中
金
や
中

央
会
の
職
員
も
参
加
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
折
り
た
た
み
自
転
車
な
ど
豪
華
景

品
が
当
た
る
福

引
抽
選
会
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、

地
元
の
小
学
生

ら
に
よ
る
「
原
田

清
流
太
鼓
」
の

演
奏
や
盆
踊
り

で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。

さ
ら
に
、
お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
っ
た
打
ち
上
げ
花
火
で
は
、
頭
上
間

近
で
あ
が
る
大
迫
力
に
大
き
な
歓
声
が

湧
い
た
。

団
地
完
成
後
二
〇
年
を
契
機
に
、
地

元
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
ス
タ
ー
ト
し

た
納
涼
祭
に
つ
い
て
杉
山
理
事
長
は
、

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
。
組

合
員
は
も
と
よ
り
地
元
の
方
た
ち
に
支

え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
日
来
て
く
れ
た
子
供
た
ち
が

大
人
に
な
っ
て
、
ま
た
こ
の
納
涼
祭
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
組
合
も
ま

す
ま
す
発
展
、
成
長
し
続
け
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

静
岡
市
内
の
飲
食
店
七
社
で
構
成
さ

れ
る
静
岡
市
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
協
同
組

合
（
藤
嶋
悦
郎
理
事
長
・
㈱
正
悦
）
は
、

七
月
三
一
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
の
三

日
間
、
静
岡
市
葵
区
の
青
葉
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
で
「
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ｉ
ｎ
し
ず
お
か
」を
開
催
し
た
。

当
組
合
で
は
、
小
麦
粉
に
水
を
加
え

薄
く
延
ば
し
て
つ
く
っ
た
皮
で
、
肉
や

野
菜
、
魚
な
ど
の
具
を
包
み
、
焼
い
た

り
、
揚
げ
た
り
、
蒸
し
た
り
し
た
も
の

を
＂Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
＂
と
定
義
。
今
回
が

初
め
て
と
な
る
こ
の
催
し
に
は
、
地
元

の
桜
海
老
餃
子
や
浜
松
餃
子
は
も
と

よ
り
世
界
の
＂Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
＂
を
売
る

二
〇
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ソ
ー

ス
を
か
け
て
食
べ
る
「
シ
オ
マ
イ
」

や
、
鶏
肉
の
ミ

ン
チ
を
包
ん
だ

ネ
パ
ー
ル
の
「
モ

モ
」、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
サ
バ
を
材

料
と
し
た
「
パ

テ
ィ
ス
」
な
ど
、

来
場
者
は
、日
頃
な
か
な
か
口
に
で
き
な

い
世
界
の
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
を
食
べ
比
べ
た
。

藤
嶋
理
事
長
は
、「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

発
祥
の
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
は
、
世
界
中
で
愛

さ
れ
て
い
る
。
静
岡
市
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
が
浜
松
、
宇
都
宮
、
京

都
に
並
ぶ
餃
子
の
一
大
消
費
都
市
。
Ｇ

Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
を
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ

た
い
」
と
語
っ
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
の
能
條
光
秀
実
行
委
員

長
（
と
り
酢 

鳥
冠
）
は
、「
今
で
は
、

パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
餃
子
の
店

が
あ
り
、
餃
子
を
作
る
機
械
も
静
岡
製

が
活
躍
し
て
い
る
。
日
本
の
食
文
化
を

世
界
に
広
め
、
静
岡
に
た
く
さ
ん
の
外

国
人
客
を
呼
び
寄
せ
た
い
」
と
期
待
を

込
め
た
。

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
地
元
の
風
物
詩

第
二
二
回 

浮
島
工
業
団
地「
納
涼
祭
」を
開
催

富
士
市
浮
島
工
業
団
地
協
同
組
合

世
界
の
＂Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
＂︵
餃
子
︶を
食
べ
比
べ
！

「
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ｉｎ
し
ず
お
か
」を
開
催

静
岡
市
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
協
同
組
合

▼自慢ののどを披露した
　カラオケ大会

▲�暑さを忘れ、多くの来場者で
　にぎわいを見せた

▶
ス
リ
ラ
ン
カ
の

　
サ
バ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｚ
Ａ
　「
パ
テ
ィ
ス
」

▲�能條実行委員長（左）と
　藤嶋理事長（右）
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地
は
藤
枝
市
の
経
済
を
長
年
に
わ
た
り

支
え
て
い
る
。
新
東
名
高
速
道
路
な
ど

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
む
中
で
、
団
地

の
利
便
性
を
活
か
し
、
今
後
も
地
域
の

活
性
化
に
い
っ
そ
う
寄
与
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
今
後
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

式
典
で
は
、
商
工
中
金
か
ら
当
組
合

の
日
頃
の
活
動
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
ほ
か
、
組
合
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
前
理
事
長
の
松
永
俊
一
郎
氏
（
㈱

松
永
家
具
）
に
中
央
会
会
長
表
彰
が
授

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
牧
野
光
子
氏
が

職
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ツ
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

当
組
合
は
、
昭
和
三
七
年
、
家
具
製

造
業
者
二
三
社
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
昭

和
四
〇
年
、
藤
枝
市
八
幡
に
工
業
団
地

を
造
成
。
組
合
員
企
業
の
人
材
育
成
や

職
場
改
善
な

ど
活
発
に
事

業
を
展
開
し

て
い
る
。

静
岡
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合
（
一

色
伸
一
理
事
長
）
は
、
七
月
二
八
日
、

静
岡
市
葵
区
の
浮
月
楼
で
創
業
五
〇
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

北
村
正
平
藤
枝
市
長
、（
独
法
）
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
静
岡
県
、
商

工
中
金
、
中
央
会
な
ど
の
来
賓
と
組
合

員
ら
合
わ
せ
て
六
〇
人
余
り
が
出
席

し
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
五
〇
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

一
色
理
事
長
は
、「
幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
の
賜
物
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
『
家
具
団
地
』
と
し
て
広
く
親
し

ま
れ
て
き
た
。時
代
の
変
化
に
適
応
し
、

今
で
は
元
気
の
あ
る
異
業
種
が
集
ま

り
、
創
業
当
時
に
負
け
な
い
く
ら
い
の

活
気
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
次

の
一
〇
〇
周
年
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も

組
合
の
団
結
力
を
高
め
、
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
力

強
く
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
北
村
市

長
は
、「
家
具
団

静
岡
県
中
央
会
は
、若
者
・
女
性
（
主

婦
等
）・
シ
ニ
ア
層
を
中
心
に
、
中
小

企
業
の
人
材
確
保
、
人
材
育
成
、
職
場

へ
の
定
着
な
ど
を
は
か
る
地
域
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
確
保
等
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

七
月
に
は
当
事
業
の
一
環
と
し
て
、

若
手
社
員
向
け
職
場
定
着
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
県
内
三
地
区
で
開
催
。
概
ね

入
社
三
年
以
内
の
若
手
職
員
一
〇
〇

人
余
り
が
参
加
し
、
就
業
意
識
や
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
形
成
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
㈱
キ
ャ
リ
ア
・
ク
リ
エ
イ

ト
の
杉
山
孝
代
表
ら
が
講
師
を
務
め
、

継
続
し
て
業
務
を
行
う
重
要
性
に
つ

い
て
説
く
と

と
も
に
、
長

期
の
目
標
で

あ
る
キ
ャ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
つ

い
て
指
導
し

た
。ま

た
、
八

月
七
日
に
は
、

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
し

ず
お
か
、
静

岡
市
産
学
交

流
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
県

内
の
高
校
生

と
大
学
生
を

対
象
と
し
た

「
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ
」
を
開

催
し
た
。

当
事
業
は
、
学
生
の
就
職
活
動
の
第

一
歩
と
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
目
的
。
㈱

る
る
キ
ャ
リ
ア
の
内
田
美
紀
子
代
表
ら

の
指
導
の
も
と
、
将
来
な
り
た
い
自
分

の
姿
を
想
像
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
す
る

「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。

中
央
会
で
は
、
今
後
、
管
理
者
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｉ
Ｔ
系
企
業
合
同
説
明

会
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

詳
細
は
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

→http://jinzai.siz-sba.or.jp/

「
家
具
団
地
」と
し
て
親
し
ま
れ
五
〇
年

創
業
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
催

静
岡
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合

中
小
企
業
の
人
材
確
保
や
職
場
定
着
を
支
援

「
職
場
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」・「
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」を
開
催

静
岡
県
中
央
会
ほ
か

▼海瀬さん（左）、大石さん（右）によるコンサート

▼挨拶する一色伸一理事長

▲�松永前理事長（左）に諏訪部中央会
会長（中）が表彰状を授与

▶
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た

　「
職
場
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」

▲�学生が社会に出る一歩として参加した「BizCafe」
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（平成27年7月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・	 	消費動向が鈍化しているように感じる。また、猛暑によるエネル
ギー需要増もあり、経費増大が経営を苦しめている。（水産食料
品製造業）

・	 	夏になってもカツオ節業界は相変わらず盛り上がらない。魚価
は高水準で推移しており、製造業者にとって厳しい状況が続い
ている。（水産食料品製造業）

・	 	猛暑により冷茶の売れ行きが好調である。（製茶業）
・	 	夏物の受注が終了したが、昨年と比較して受注量は減少した。
（織物業）
・	 	都会では製品単価が安くなっていることが影響し、売上が伸び
ていない。業界としても売上がスローダウンしており、先が見通
せない現況である。（宗教用具製造業）

・	 	売上は増加しているものの残業代等の人件費が増加したため、
収益状況は改善していない。（木材・木製品製造業）

・	 	市の工業排水路の清掃工事があり、休転する事業所があった。
（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・	 	公共工事、民間工事において着工が遅れている。後半に期待する
しかない。（セメント・同製品製造業）

・	 	引き合い件数はあるものの、中国の景況不安等の影響から商談
成立が先延ばし傾向にあり、夏場から秋口の売り上げ低迷が鮮
明になってきている。また、原材料価格の上昇から収益面も厳し
さを増している。（生産用機械器具）

・	 	７月度の自動車メーカーの生産は、増税後の買い控えが続いて
いたが、新車の立ち上がり等の影響から、前年並みまで回復して
いる。（輸送用機械器具）

・	 	軽自動車の販売状況は、前年同月比で大きく減少しており、この
先の見通しも不透明な状況。生産量の減少に伴い売上も減少し
ており、厳しい状況が続いている。（輸送用機械器具）

・	 	あまり変化は感じられない。（漆器製造業）

■非製造業
・	 	公共関係・民間建設共に需要が低迷しており、７月としては過去
最低の出荷量となった。平成26年下期より減少傾向が続いてお

り、前年同月を下回るのは９ヶ月連続となるなど、依然として厳
しい状況が続いている。（セメント卸売）

・	 	猛暑の影響から、連日エアコンや冷蔵庫の買い替えがあり、好調
である。（機械器具小売）

・	 	猛暑による漁獲不振の影響から、魚価が高値で安定しており、売
価に反映できない状況。（鮮魚小売）

・	 	月の前半は、天候不良により季節商品の動きが出遅れたが、後半
は猛暑が続いたこともあり、家庭用空調の勢いが活性化してい
る。（機械器具小売）

・	 	年に１度のイベントは大盛況のうちに終わった。（商店街）
・	 	プレミアム商品券のキャンペーンは好調だった。引き続き商品
券を持っている顧客への購買を促したい。（商店街）

・	 	少しずつ客単価が上がってきている。（商店街）
・	 	厳しい暑さの影響から、商店街を歩く人の姿もまばらである。比
較的高齢のお客様を相手にする商店が多いので、天候の影響は
大きい。（商店街）

・	 	６・７月の予約は鈍いが、８月はやや良い。（宿泊業）
・	 	静岡県東部では、情報サービス業の仕事の単価・作業量は伸びて
いるが、中部では足踏み状態である。（情報サービス）

・	 	組合員からは、静岡は仕事が少ないという意見が寄せられてい
る。建設市場は、東日本大震災復興工事や、東京オリンピックの
施設工事に移っているようだ。（総合工事）

・	 	官庁工事は発注件数が少ないこともあり受注企業に片寄りが見
られる。民間工事は改築・改修工事が主体となっている。（総合工
事）

・	 	梅雨明けから飲料水・エアコン等の出荷が増加しているが、全体
的な荷動きは昨年より鈍い状況にある。軽油価格が値下がりし
た分、収益状況は好転している。（道路貨物運送）

・	 	各製紙会社で毎年行われる排水路点検の影響から、休転する事
業所があり、輸送が減少した。また、燃料価格の低下が見られる。
（道路貨物運送）
・	 	猛暑の影響はあまりなく、飲料輸送はさほど増加していない。一
般荷物の荷動きも少ない状況。（道路貨物運送）

中央会創立60周年記念事業
「共済ご加入者 感謝の集い」を開催しました

静岡県中央会は、8月5日（水）、静岡市駿河区のホテルセンチュリー静岡において、「共済ご加入者�感謝の集い」
を開催しました。
この集いは、中央会創立60周年を記念し、日頃、中央会の共済制度の趣旨に賛同し、その活用と普及にご貢献い
ただいている皆様に感謝の意を表するために開催したもので、11組合、6企業、3専門家に対し感謝状を贈呈しま
した。
当日は、共済制度の推進に協力いただいている組合の役職員や社会保険労務士、加入事業所、保険会社の代表な
ど100人を超える方々にお集まりいただきました。
諏訪部敏之中央会会長は、「60周年を契機に今後も加入者様のニーズに根
差した共済事業のいっそうの推進に努め、中小企業、組合の役職員の皆様が安
心して働ける環境の整備に尽力して参ります」と挨拶しました。

中央会では、従業員の皆様への福利厚生と労働環境の拡充をはかるため、従
業員の退職金の積み立て共済制度や各種保険制度等を推奨しております。共済
制度・保険制度に関するご質問、お問合せにつきましては、中央会　業務部（電
話054-254-1511）または静岡県協同振興㈱（電話054-251-1637）ま
でお気軽にお問合せ下さい。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成27年７月のDI値を前月と比較すると、「販売価格」「収益状況」「資金繰り」「業界の景況」の項目が改
善傾向となった。
○「製造業」は、前月との比較で「販売価格」が改善する一方、「業界の景況」等の５項目で悪化の傾向となっ
た。自由回答では、各業種で景気低迷が続いている。また、猛暑により経費が増大している業種もある。
○「非製造業」は、前月との比較で、「収益状況」「資金繰り」「業界の景況」の項目で改善傾向となっている。
一部の業種においては、猛暑の影響による売上増加や来客数の減少といった報告も寄せられた。

概　況

内閣府が8月10日に発表した7月の消費動向調査によると、消費者心理を示す消費者態度指数は前月
比1.4ポイント低下の40.3と、2ヶ月ぶりに悪化となり、消費に足踏みがみられる結果となった。
連絡員からの7月期の動向をみると、前月との比較で、全９項目中「販売価格」、「収益状況」、「資金繰
り」、「業界の景況」の項目で改善傾向となったが、前年同月比では「在庫数量」を除く全ての項目でマイ
ナスとなっている。
各業種からの自由回答を見ると、依然として景況感が良くならず、先行きを不安視する声が挙がってい
る。食品製造業や小売業からは、猛暑の影響により売上が増加する一方、経費増大に苦慮していると
の報告も寄せられた。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H27.07 －18.3 －9.3 －3.3 －1.7 －13.3 －5.0 －13.8 －8.3 －20.0

DI値

H27.06 －18.3 0.0 －5.0 0.0 －26.7 －10.0 －10.3 －3.4 －21.7

H27.06→H27.07 0.0→ －9.3↓ 1.7↑ －1.7↓ 13.4↑ 5.0↑ －3.5↓ －4.9↓ 1.7↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

11 中小企業静岡 2015.9

27年9月号_本文.indd   11 15/08/22   15:09



静岡労働局からのお知らせ

「働き方改革」に向けた取組に関して要請を行いました 監 督 課
℡054ｰ254-6352

～１８円アップの時間額７８３円を答申～

プラチナくるみんスタート！
雇用均等室

℡054－252－5310

　平成２７年８月５日、同審議会では居城舜子会長から、野村
栄一静岡労働局長に対して、静岡県最低賃金を現行の時間額
７６５円から１８円引き上げ「時間額７８３円」とする旨の答申があ
りました。
　静岡地方最低賃金審議会では、平成２７年７月２日に静岡労
働局長から「静岡県最低賃金の改正決定について」の諮問を受
けました。
　これを受け、静岡県最低賃金専門部会を設置し、７月３０日に
中央最低賃金審議会から示された目安答申を尊重しつつも、
諸般の事情を総合的に勘案し、慎重に審議した上で答申を取り
まとめました。
  今後は、この答申の内容について異議申出の公示など諸手
続を経た上で、静岡労働局長が静岡県最低賃金を決定するこ
ととなります。

居城舜子会長（写真左） 野村栄一静岡労働局長（写真右）＝
静岡労働局にて

監督課
℡054－254－6352

平成２７年度静岡県最低賃金の改正答申について
賃金室

℡054－254－6315

～静岡労働局長が島田市長とともに、
島田商工会議所への共同要請～

「働き方改革」に向けた取組に関して要請を行いました

野村栄一静岡労働局長（写真左）　染谷絹代島田市長（写
真中央）　原田康島田商工会議所会頭（写真右）＝島田商
工会議所にて

　平成２７年７月３１日、野村栄一静岡労働局長が染谷絹代
島田市長とともに原田康島田商工会議所会頭と面会し、「働
き方改革」に向けた取組に関する要請書を渡しました。
　「働き方改革」に関しては、昨年１１月に施行された「過労死
等防止対策推進法」及び「まち・ひと・しごと創生法」、並びに
本年６月に閣議決定された「日本再興戦略　改訂２０１５」に
よる考え方の流れにも沿うものです。
　本年度、「島田市まち・ひと・しごと創生市民会議」を発足さ
せて、人口減社会の課題を抱える中での地方創生に向けた
取組を行っている島田市が、静岡労働局との共同要請に賛
同されました。
　また、島田商工会議所においても、島田市地域における仕
事の質と量の確保と生活の調和を目指した取組に理解を示さ
れたことによって、静岡労働局長と島田市長によるによる共同
要請を受けていただくことが実現しました。
　当日は、要請を行った後、静岡労働局長、島田市長、島田
商工会議所会頭をはじめ出席者が意見交換を行い、今後も
静岡労働局長と島田市幹部職員が、島田商工会議所会員
企業への「働き方改革」実現に向けた働きかけを行うこと等が
確認されました。

静岡労働局からのお知らせ

次世代育成支援対策推進法に基づいて、所定の目標を達成し一定の基準を満たした企業は、申請を行うことにより、

子育てサポート企業として厚生労働大臣の認定（くるみん認定）を受けることができます。

さらに、平成２７年４月１日から、くるみん認定企業の中から特に優れた取組を行っている企業を認定する 、特例認定

制度（プラチナくるみん） がスタートしました。

プラチナくるみん認定を受けた企業は、商品、広告をはじめ、求人募集時の求人票などに「プラチナくるみんマーク」を

表示することができ、子育てサポート企業であることのＰＲ効果が高まります。

こどもも、仕事も、会社も、地域も、

くるみんと一緒に育てよう

平成２７年度静岡県最低賃金の改正答申について 賃 金 室
℡054ｰ254-6315

～１８円アップの時間額７８３円を答申～

プラチナくるみんスタート！
雇用均等室

℡054－252－5310

　平成２７年８月５日、同審議会では居城舜子会長から、野村
栄一静岡労働局長に対して、静岡県最低賃金を現行の時間額
７６５円から１８円引き上げ「時間額７８３円」とする旨の答申があ
りました。
　静岡地方最低賃金審議会では、平成２７年７月２日に静岡労
働局長から「静岡県最低賃金の改正決定について」の諮問を受
けました。
　これを受け、静岡県最低賃金専門部会を設置し、７月３０日に
中央最低賃金審議会から示された目安答申を尊重しつつも、
諸般の事情を総合的に勘案し、慎重に審議した上で答申を取り
まとめました。
  今後は、この答申の内容について異議申出の公示など諸手
続を経た上で、静岡労働局長が静岡県最低賃金を決定するこ
ととなります。

居城舜子会長（写真左） 野村栄一静岡労働局長（写真右）＝
静岡労働局にて

監督課
℡054－254－6352

平成２７年度静岡県最低賃金の改正答申について
賃金室

℡054－254－6315

～静岡労働局長が島田市長とともに、
島田商工会議所への共同要請～

「働き方改革」に向けた取組に関して要請を行いました

野村栄一静岡労働局長（写真左）　染谷絹代島田市長（写
真中央）　原田康島田商工会議所会頭（写真右）＝島田商
工会議所にて

　平成２７年７月３１日、野村栄一静岡労働局長が染谷絹代
島田市長とともに原田康島田商工会議所会頭と面会し、「働
き方改革」に向けた取組に関する要請書を渡しました。
　「働き方改革」に関しては、昨年１１月に施行された「過労死
等防止対策推進法」及び「まち・ひと・しごと創生法」、並びに
本年６月に閣議決定された「日本再興戦略　改訂２０１５」に
よる考え方の流れにも沿うものです。
　本年度、「島田市まち・ひと・しごと創生市民会議」を発足さ
せて、人口減社会の課題を抱える中での地方創生に向けた
取組を行っている島田市が、静岡労働局との共同要請に賛
同されました。
　また、島田商工会議所においても、島田市地域における仕
事の質と量の確保と生活の調和を目指した取組に理解を示さ
れたことによって、静岡労働局長と島田市長によるによる共同
要請を受けていただくことが実現しました。
　当日は、要請を行った後、静岡労働局長、島田市長、島田
商工会議所会頭をはじめ出席者が意見交換を行い、今後も
静岡労働局長と島田市幹部職員が、島田商工会議所会員
企業への「働き方改革」実現に向けた働きかけを行うこと等が
確認されました。

静岡労働局からのお知らせ

次世代育成支援対策推進法に基づいて、所定の目標を達成し一定の基準を満たした企業は、申請を行うことにより、

子育てサポート企業として厚生労働大臣の認定（くるみん認定）を受けることができます。

さらに、平成２７年４月１日から、くるみん認定企業の中から特に優れた取組を行っている企業を認定する 、特例認定

制度（プラチナくるみん） がスタートしました。

プラチナくるみん認定を受けた企業は、商品、広告をはじめ、求人募集時の求人票などに「プラチナくるみんマーク」を

表示することができ、子育てサポート企業であることのＰＲ効果が高まります。

こどもも、仕事も、会社も、地域も、

くるみんと一緒に育てよう

プラチナくるみんスタート！ 雇用均等室
℡054ｰ252-5310

～１８円アップの時間額７８３円を答申～

プラチナくるみんスタート！
雇用均等室

℡054－252－5310

　平成２７年８月５日、同審議会では居城舜子会長から、野村
栄一静岡労働局長に対して、静岡県最低賃金を現行の時間額
７６５円から１８円引き上げ「時間額７８３円」とする旨の答申があ
りました。
　静岡地方最低賃金審議会では、平成２７年７月２日に静岡労
働局長から「静岡県最低賃金の改正決定について」の諮問を受
けました。
　これを受け、静岡県最低賃金専門部会を設置し、７月３０日に
中央最低賃金審議会から示された目安答申を尊重しつつも、
諸般の事情を総合的に勘案し、慎重に審議した上で答申を取り
まとめました。
  今後は、この答申の内容について異議申出の公示など諸手
続を経た上で、静岡労働局長が静岡県最低賃金を決定するこ
ととなります。

居城舜子会長（写真左） 野村栄一静岡労働局長（写真右）＝
静岡労働局にて

監督課
℡054－254－6352

平成２７年度静岡県最低賃金の改正答申について
賃金室

℡054－254－6315

～静岡労働局長が島田市長とともに、
島田商工会議所への共同要請～

「働き方改革」に向けた取組に関して要請を行いました

野村栄一静岡労働局長（写真左）　染谷絹代島田市長（写
真中央）　原田康島田商工会議所会頭（写真右）＝島田商
工会議所にて

　平成２７年７月３１日、野村栄一静岡労働局長が染谷絹代
島田市長とともに原田康島田商工会議所会頭と面会し、「働
き方改革」に向けた取組に関する要請書を渡しました。
　「働き方改革」に関しては、昨年１１月に施行された「過労死
等防止対策推進法」及び「まち・ひと・しごと創生法」、並びに
本年６月に閣議決定された「日本再興戦略　改訂２０１５」に
よる考え方の流れにも沿うものです。
　本年度、「島田市まち・ひと・しごと創生市民会議」を発足さ
せて、人口減社会の課題を抱える中での地方創生に向けた
取組を行っている島田市が、静岡労働局との共同要請に賛
同されました。
　また、島田商工会議所においても、島田市地域における仕
事の質と量の確保と生活の調和を目指した取組に理解を示さ
れたことによって、静岡労働局長と島田市長によるによる共同
要請を受けていただくことが実現しました。
　当日は、要請を行った後、静岡労働局長、島田市長、島田
商工会議所会頭をはじめ出席者が意見交換を行い、今後も
静岡労働局長と島田市幹部職員が、島田商工会議所会員
企業への「働き方改革」実現に向けた働きかけを行うこと等が
確認されました。

静岡労働局からのお知らせ

次世代育成支援対策推進法に基づいて、所定の目標を達成し一定の基準を満たした企業は、申請を行うことにより、

子育てサポート企業として厚生労働大臣の認定（くるみん認定）を受けることができます。

さらに、平成２７年４月１日から、くるみん認定企業の中から特に優れた取組を行っている企業を認定する 、特例認定

制度（プラチナくるみん） がスタートしました。

プラチナくるみん認定を受けた企業は、商品、広告をはじめ、求人募集時の求人票などに「プラチナくるみんマーク」を

表示することができ、子育てサポート企業であることのＰＲ効果が高まります。

こどもも、仕事も、会社も、地域も、

くるみんと一緒に育てよう
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平成27年度
静岡県障害者雇用促進大会来場者募集！

静岡県は、９月の「障害者雇用支援月間」に、「静 
岡県障害者雇用促進大会」を開催します。

大会では、障害者雇用に関する優良事業所や模範
となる優秀勤労者の表彰、記念講演を行います。

■日　時 ９月17日（木）13：15 ～ 15：45

■会　場 静岡商工会議所５階ホール
 （静岡市葵区黒金町20-8）

■内　容 ①表彰式典　 厚生労働大臣表彰伝達、
知事褒賞授与ほか

 ②記念講演

■その他  どなたでもご来場できます。事前に下記
お問い合わせ先までお申込みください。

 （先着200名）

【お問合せ先】
経済産業部就業支援局雇用推進課
TEL：054-221-2811　FAX：054-271-1979
HP：http://www.koyou.pref.shizuoka.jp

いきいき職場づくり
先進企業視察研修参加者募集中！

誰もがいきいきと働くことができる職場づくりによ
りワーク・ライフ・バランスを実践されている企業を
視察訪問し、企業の取組や制度について学ぶ研修会
を開催します。ぜひご参加ください。
■ 対象　 県内企業の経営者の方、

人事・労務担当者の方
（各回20人／１社２人まで）

■ 費用　 無料

詳しくはこちらのホームページをご覧ください。
静岡県わくわく働楽（はたらく）ナビ！

【お問合せ・お申込み先】
静岡県経済産業部就業支援局労働政策課
TEL：054-221-2817　FAX：054-271-1979
E-mail：roufuku@pref.shizuoka.lg.jp

株式会社松岡カッター製作所
平成27年10月15日（木) 13：30～16：00

静岡市葵区古庄２丁目18-46
・事業内容　切削工具の製造販売
・現地集合、現地解散
　（原則として公共交通機関を御利用ください）
☆「いきいき職場づくり」取組ポイント
・ １時間単位で年間５日分の時間有給取得を可能にす

る時間有給制度を導入。
・ 妊娠中や産後の復帰支援を先輩、後輩が協力してサ

ポート。仕事を覚えるチャンスに。
・ 手作りの入社式、社内ボーリング大会や社内旅行等

で仲間の和を大切に。

深澤電工株式会社
平成27年10月22日（木） 13：15～16：40

駿東郡長泉町桜堤３丁目6-14
・事業内容　電子部品製造
・原則JR沼津駅発着の貸切バスを利用（無料）
※視察先へ車で集合することも可能です。
☆「いきいき職場づくり」取組ポイント
・ ５S活動を推進。従業員が社内外の自主的な清掃活

動を実施。
・ 仕事内容の工夫やインフラ整備により、ちょっと体

の悪い人（障害のある方）やちょっと歳の多い人（高
齢の方）も誰もが平等にいきいきと働くことができる
職場づくりを推進。

記念講演
演題 「障害者を長期に継続雇用してゆくには」
講師 株式会社大協製作所
 代表取締役 栗原敏郎 氏

☆ 公益社団法人全国重度障害者雇用事業所協会会
長。労働政策審議会委員、神奈川雇用開発協会
障害者雇用問題専門委員会会長等を歴任。
障害者雇用歴は55年、障害者雇用率50％以上、
平均勤続期間14年以上という、障害のある人が
できるだけ長く働くことができる環境づくりに成
功。
障害のある人が社会的に自立するためには働く
意欲をもってもらうことが重要という考えのも
と、先輩が後輩を指導し、適材適所の配置をす
ることで障害のある人が重要な戦力になる職場
づくりについてご講演いただきます。

わくわく働楽ナビ
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いよいよ
募集開始!

申し込み方法等
お申し込み、受検案内のご要望等は、下記お問い合わせ先まで。

平成27年度後期技能検定
申請受付期間

 平成27年10月5日（月）
 ～10月16日（金）

　　　（受付時間） 9:00～17:00　※土日祝日を除く

― 試験日程等 ―
□ 試験実施日  平成27年12月2日（水）～平成28年2月14日（日）
 のうち指定する日

□ 実 施 職 種  空気圧装置組立て、配管、冷凍空気調和機器施工、 
 機械・プラント製図 等（全65職種）
 詳細は静岡県職業能力開発協会のホームページをご覧ください。

□ 受検手数料 学科試験手数料　全職種 3,100円
 実技試験手数料　全職種 17,900円
 　（3級受検者で大学、専門学校、高校、職業訓練校等の在学生は11,900円）

□ 合格発表日 平成28年3月11日（金）

技能検定とは
技能検定とは、仕事上必要とされる技能の習得レベルを評価する国家検定制度です。 試験に合格す
ると合格証書が交付され、「技能士」と名乗ることができます。 
職種により特級、１級、単一等級、２級、３級に区分して実施しています。

【お問い合わせ】
〒424-0881 静岡市清水区楠160　静岡県職業能力開発協会

TEL：054-345-9377　FAX：054-345-2397
ホームページ http://shivada.com/  または

静岡県職業能力開発協会  検索
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『一般社団法人 静岡県産業連携研究所』設立
中小企業・組合の調査研究機関として企業経営をトータルサポート！

中小企業を取り巻く経済環境が依然として厳しい状況にある中、静岡県中小企業団体中央会では、中小企
業や組合へのコンサルタント機能の強化をさらに図るため、一般社団法人静岡県産業連携研究所を平成26
年12月に設立した。

同社団では、県内の中小企業や組合等の活性化と地域経済の健全な発展に寄与することを目的に、調査研
究・コンサルタント業務の専門機関としての機能を発揮した様々な事業を展開していく。

■中小企業・組合の経営に関する研究
組合や中小企業が行う各種の調査研究事業（※）を受託し、調査データの収集加工や分析･提言、報告書作
成などの事業を実施。
※組合員等の人材育成システムの研究、新市場開拓のためのマーケティング支援等

■中小工場の現場改善
様々な業界の中小工場の現場管理者に対して、専門家を交えな
がら、安全性の向上や効率化を図るための実地指導を行い、生
産現場におけるムリ・ムダを排除する。

■事業継続支援
経営譲渡などのＭ＆Ａ支援をはじめ、中小企業の事業継続を目
的とした技術伝承・後継者育成等、課題解決に向けた支援を展
開する。

■経営改善全般
中小企業の課題解決に向け、企業経営者・幹部とのヒアリングによる経営方針や月次・年間目標等の検討を
行い、経営改善を図る。

■中小企業のIT化支援
組合や企業におけるパソコン活用やホームページの開設をはじめとし、IT化促進に向けた管理者教育などに
ついて、専門家を交えながら継続的に支援する。

■その他の支援
静岡県からの６次産業化促進支援や静岡市からの企業ヒアリング支援に加え、マイナンバー対策やストレス
チェックに関するセミナーを開催。

お問合せ、ご相談はお気軽に こちらまで…

一般社団法人 静岡県産業連携研究所
代表理事　佐野　光治
副理事長　諏訪部敏之

連絡先　〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1（静岡県中央会内）
 TEL：054-254-1511

中小工場に対する現場改善の様子
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本会創立60周年を記念した事業が本格的にス
タート。11月17日に開催する記念式典まで残す
ところ2カ月あまりとなった。

私事だが、記念式典の運営実務を担当してお
り、60年という重厚で長大な歴史を考えると、
その責任の重さに押しつぶされそうな思いで一杯
である。しかし、この事業を乗り越えられた時に
は、きっと苦労以上に得るものが大きいのではな
いかと前向きに取り組んでいる。是非、皆さんの

ご支援ご協力をお願い致します。
今回取材で伺った藤枝の「家具団地」は、団

地造成後50周年を迎えられた。また、浮島の工
業団地は設立後43年が経過し、22回を数える
納涼祭は地元の風物詩になっている。

歴史のある多くの組合はまだまだ元気いっぱい。
「若いもんに負けてはいられない」。猛暑の中、
忙しさを理由にたるんだ自分に対し、叱咤激励を
いただいた気がした。 （押尾）

中小企業静岡9月号（通巻742号）

● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス m-osuo@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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